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一 チ ェ の 夢

安 田 博

私 は きっ と夢 をみ て い る に違 い な い。 なぜ な ら、私 は

既 に1900年 にこ の世 を去 って い るの だ か ら。 しか し私 は

今あ る部 屋 の ソ フ アー に横 た わ って い る。周 囲 の 本棚 に

は天 文学 、物 理 学 、 数学 等の 自然科 学 書 が ぎっ し り とつ

まっ て い る。窓 越 し に円型 の 天 文台 の よ うな もの が 見 え

る。此 処 は あ る科 学研 究 所 の 一 室 ら しい。机 上 の カ レ ン

ダー 、時 計 は1977年3月1日 、正 午 を示 して い る。 私 は

77年 後 の 世 界 の夢 を見 て い る よ うで あ る。 この夢 の束 の

間 に 、生 前私 が 果 し得 な か った こ と、 即 ち永 劫 回帰 説 が

果 して物理 的 に可 能 か ど うか を、 この時 代 の 科 学 を通 し

て 考 えて み た い。

私 の 永 劫 回帰 説 は 、「世 界は 永 劫 に遍 歴 し、 回帰 の 巨 大

な 年輪 を もっ 。 世 界 は永 劫 に回帰 す る。現 在 の 世 界 は永

劫 の過 去 にいつ か既 に あ った はず だ し、永劫 の未 来 にい

っ か あ るはず で ある。」 に集 約 され る。

一 先 づ
、 この 世 界 を あ らゆ る銀 河 、銀 河 集 団 を含 む 空

間 と して の宇 宙 と しよ う。 さ らに宇宙 を一 っ の天 体 と見

て お こ う。「は じめ に爆 発 あ り き」。宇 宙 の あ りと あ らゆ

る もの が一 個 処 に ひ しめ き合 った 超 高密 度 の世 界が爆 発

的 に膨 張 をは じめ たの で あ る。 時 は 今 よ り200億 年位 の

昔 と計算 され る。 そ して現 在 の 宇宙 も膨張 し続 けて い る

事 が 、観 測 の結 果 か ら知 られて い る。 した が って この膨

張 字 宙 が どん な もの か、 そ して そ れ が今 後 どの 様 な運 命

を辿 るの かが 、大 き な問題 と な るわ けで あ る。

さて、 私 が生 存 して い た時 代 の宇 宙 に対 す る見 解 、研

究 方法 と現 代 の それ らとでは、恐 ろ しく大 きな隔 た りが あ

るこ と を感 ず るの で あ る。 私 が か って夢 想 だ に しな か っ

た 事 が、 平 然 と ま か り通 って い る。例 え ば相 対論 が あ るD

これ は ア イ ンシ ュ タイ ンが提唱 した理 論 で、 特 殊相 対 論

と一 般 相 対 論 が あ り、従 来 の時 間 と空 間 の概 念 をす っ か

り変 えて しま った 。時 間 に関 して独創 的 な 考 えを も って

い た哲 学 者ベ ル グソ ンも 、 この相 対 論 の 出現 に シ ョ ッグ

を受 け、 そ れ か ら10年 間 相 対論 を必 死 に な って研 究 し、

遂 に は相 対 論 に関 す る論 文 を 出す に至 っ た とは 、私 も驚

きい った 。 また 空 間 に して も 、 ミン コフ スキ ー 空 間 や4

次 元 リー マ ン時空 が現 われ て くる。宇 宙 論 に1#、 この相

対論 が不 ・1欠の よ うで あ る。 次 いで 、巨 大 な 天体 望遠 鏡 、

電 波 望遠 鏡 の 出現 と共 に、観 測 技 術 の 大 きな進 歩が ある。

1965年 米国 の ペ ル ジアス とウ ィル ソ ンが この電 波 望遠 鏡
か い ニ　イ て

で 、 あ る電 波 を発 見 した。 これ は 開關 当時 の宇 宙 が発 し

た もので 、 最近 宇 宙 バ ッ クグ ラ ウ ン ド電 波(宇 宙 背 景電

波)と 呼 ば れ 、 この 発 見 が宇宙 論 を また 大 き く変 えて し
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ま った 。現 在 は直接 に初 期宇 宙 を観測 で き るので あ る。

ま た同 じ背 景 輻 射 にX線 、 赤 外線 が あ り、 こ れ らは ロ ケ

ッ ト、 人工 衛 星等 に よ って 大 気外 で観 測 され てい る。 ま

た これ らのデー タ処理 や膨 大 な数 値 計算 も恐 ろ しい高速 度

で 、電 子 計算 機 が や って くれ てい る。

話 を前 に戻 そ う。 爆 発 して 飛び 散 った無 数 の物iiは 、

あ る法則 的 な もの一 既 知 、未 知 を含 め て一 に従 って 生成 、

発 展 、消 滅 、 再 生等 種 々の過 程 を経 て現 在 に到 り、 さ ら

に一瞬 の休 み もな く変 化 を続 けて い る。例 えば 、爆 発 後

百萬 年 も たっ と、 そ ろ そろ銀 河 が形 成 されて くる。 我 々

の 太 陽系 を含 む銀 河 も そ うで ある が、 この銀 河 の成 員 は

数 多 くの 星で あ り、 それ らの 間 に は 星間 ガ スや 星間 塵 が

分 布 して お り、 その 中 で ガ ス か ら星.が生 まれ 、 また 星 が

爆 発 してエ ネル ギ ー を放射 し、磁 場 と ガスの運 動 が高 エ

ネル ギ ー粒 子 を加速 す ると い うよ うな現 象 が起 って い る

の で あ る。 これ らの 現 象 を説 明 す るの に一 般相 対論 を必

要 と しない 。 とこ ろが 最近 この理 論 を必 要 とす る天体 が

発 見 された 。 中性 野星 や ブ ラ ッ クホ ー ルで あ る。 前 者 の

質量 は1立 方 セ ンチ10億 トン もあ り、後 者 は さら に重 く、

そこで は初期 宇 宙 と同 じよ うな現 象 が起 って い るとい う。

さて 、 種 々 の観測 の結 果 、宇 宙 は 大局 的 に一 様 ・等 方

的 に膨 張 して い る こ とが わか っ た。 この膨張 宇 宙 の モ デ

ルを相 対 論 を用 いて 初 めて 導 い たの が フ リー ドマ ンで あ

る。 ア イ ン シュ タ イ ンのモ デ ル は静 的 な閉 じた もの で あ

っ た。 これ らは空 聞 の幾 何 学 で あると考え られる。宇 宙 は

観 測 、 理 論的 構 成 、幾 何 学 化 を通 して 人間 に認 識 され る

ので あ ろ う。 私 は大急 ぎで 、 この 時 代 の宇宙 論 を兄 て き

た が、 未 知の 間 題 が 山積 して い るの に 気が付 く。 ・番 大

き な問題 は 、 この 宇宙 か開 い て い るの か、 閉 じて いて や

がて また収 縮 す るの か、 一一部 は開 き一一一部 は閉 じて い る よ

うな もの か、 で ある。 これ は同 時 に 「この 事 を果 して 人

間 が認 識 で き るの か?」 とい う哲学 の 問題 で もあ る。 私

は かっ て権 力 を意志 して きた。 宇宙 す べ て を統 べ る原 理

的 もの は権 力で あ る。 この原 理 がも し"t宙 を再 び収 縮 さ

せ る とす れ ば、 世 界 は永 劫 に回 帰 す るの で あ る。

私 の夢 も ど うや らさめ て きた ら しい。 再 び あの世 に戻

らなけ れ ば な ら ない。 いつの 日か 、 また この よ うな夢 を

この 世で みた い もの で ある。
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対話:旭 川医大○年○月○日

黒 島 農 汎
"す ぐれ た研 究とは現在のすべての能力

,過 去のすべての寄与,将 来のすべ ての希望(可 能性)を

その中 にとりあげたもので あろ う"

a:先 生 、一 寸 お邪 魔 して もよ ろ しいで す か。

A:や あ 、君 か 。い い と も、 丁 度 お茶 に しよ うと思 って

いた とこ ろだ 。 最近 顔 を見 せ な い か らど う した の か と

思 って いた 。元 気 だ った か い。

a:え え。 先 生 か らお借 り した リラ ダ ンの 本 にす っ か り

参 って しまい ま した。 彼 の 極端 な精 神 至上 主義 は夢 想

で しか あ り得 な い わ けで す が 、下 宿 の裸 電 球 の 下で 弧
かニ

独 を託 って い る時 は、 慰 め に な り ます ね。 と こ ろ で 、

先 生 に お聞 き した いん で す が 、 ど う して基礎 医学 の 分

野 を専 攻 され たの で す かD

A:結 局 は相 対 的価 値 観 の 問題 だ よ。 ぼ く も最初 は 有能

な臨 床 医 にな るつ も りだ っ た。 医 学 部 に来 る人 間で 最

初 か ら基礎 医 学 を志 して い る者 なん か い ない ん じゃな

い か な。 そ れ が気 がつ い た ら生 理 学 を専攻 す る研究 者

にな って い た わ けだ 。 何 故 この 道 に 進ん だ か よ く聞 か

れ る 質 問だ が 、は っ き り した こ とは 答 え ら れ な い ね 。

よ くこの よ うな個 人 的 な 問 い かけ に 明確 な動 機 を開陳

され る立派 な 先生 が お られ る が、 ぼ くには ど うもそ れ

は事 が成 っ た後 の合 理 化 され た 意味 付 け 、つ ま り一 種

の虚 構 の よ うに思 え るん だ。 まあ 心理 学 的 な分 析 は こ

の辺 に して 、折 角 だ か ら ぼ くの場 合 にっ い て 、敢 え て

虚構 か も知 れ ない こ とを述 べ て み よ うか 。君 も も う幾

分 か じって 知 って い る よ うに、医 学 はあ らゆ るか らだ

の異 常(病 気)に つ い て、 その原 因 と治療 法を探索 し、

さら に予 防 方 につ いて も検 討 してい る。しか しぼ くに は

健 康 とい うこ との 方 が も っ と異 常 な状 態 の よ うに思 わ

れ るん だ。 っ ま りわ れ われ の か らだ の よ うに身 体 的 に

も精 神 的 に も脆 弱で 、 損 わ れ 易 い もの が 、 どの よ うに

して 、 か く も しぶ と く60年 も70年 も、時 に は一 世紀 も

の間 そ の存 在 を主張 し続 け るこ と がで きるの で あ ろ う

か。 ぼ くには そ の原 因 を探 求 す る こ とが価 値 の あ る こ

と に思 えた 。 だ か ら医 師 の 免許 証 を手 に した時 、 初 志

の とお り臨 床医 の 道 を進 む か 、 あ るい は生 理 学 と い う

基礎 医 学 へ の道 を選 ぶ か は 、前 に話 した よ うに相 対 的

価値 観 の 問 題 と して ぼ くの 自 由意 志 の前 に投 げ か け ら

れ た と い うわ けだ 。 とこ ろで 医 学 部 を 出て 、基 礎 医 学

を専 攻 す る者 は臨 床 医 に向 か な い 人 間だ と言 うひ とが

い る が、 そ の意 味 は 良 く分 か らな いが 、 ぼ くに言 わせ

れ ば医 学 部で 学 ん で 有能 な医 師 に なれ な い よ うな 人 間

な ら、優 れ た基礎 医学 の研 究者 に も なれ な い と思 うね。

(1977.1.31.)

大 分 堅 い 話 に なっ て し まっ たが 、 これ は ど うも後 か ら

相 当形 を整 えた ものの よ うだ。 こ の道 を選 んだ時 は、

も っ と漠 然 と した 、宗 教 で い う回 心的 なもの だ っ た よ

うに思 うが 、 まあ 現 在は こ うして ぼ くは基 礎 医 学 の世

界 に入 るよ うにな った の だ と信 じてい る。

a:最 後 の とこ ろで 安心 しま した 。 ぼ く には到 底 、確 固

た る信 念 に基 づ い て 自分 の将 来 を選 択 す る 自信 が ない

んで す 。 しか し回 心 とい うこ とな ら案 外 ぼ く に も訪 れ

る か も知 れ ませ ん。ところで 話 が変 わります が 、 先 生は

今の 日本 の医 学研 究 の レベ ルにつ いて どの よ うに お考

えで す か。

A:う む 、難 しい 質 問だ ね。 これ は 一流 の研 究 者 に よ っ

て 、 しか も 特定 の研 究 分 野 につ いて の み妥 当 な答 が期

待 され る こ とだ か らね 。 しか し 自分 で 何 も し な い で 、

従 って 、 いて もい な くて も よい 評 論家 的 立場 で 印象 を

言 わせ て貰 うな らば、1か ら2と い う過程 で は 一流 の

研 究 は 少 な いよ うに思 うね。 しか し2か ら100と い う

過 程 で は随 分 良 い仕 事 が あ るよ うに 見 えるね 。

a:も っ と分 か るよ うにご 説 明願 え ませ ん か。

A:っ ま りね、1か ら2へ の過程 の1と い う差 は 、2か

ら100ま で の 過程 の97と い う差 に比 べ て 問題 に な らな

い位 大 きい とい うこ とを指 摘 した いわ け だ。何 故 なら、

1か ら2に な るこ と によ って は じめて複 数 とい う新 し

い概 念 が わ れわ れの 精 神 に導 入 され るか らだ 。2か ら

後 は100で あろ うと10万 で あろ うと、 い ささか も 新 し

い もの は与 え られ ない 。 む ろん10万 とい う数 の 必 要な

こ とは 明 らかだ け どね 。 ぼ くの 言 いた いの は独創 的研

究 とい うの は1か ら2へ の 過程 を造 り出す もの で 、2

か ら100あ るい は10万 とい うよ うな過程 へ 進 む の は開

発 的研 究 と称 すべ きもので 、 ま あ 両方 とも必 要 だ けれ

ど、 両者 の バ ラ ンスが あ ま りに 不均 衡 だ と 、結 局 は底

の浅 い植 民 地 的 な研 究風 土 しか育 た な いん で は な いか

とい うこ と なん だ。 も う ・つ 言 いた い こ とが あ る。 そ

れ は 学 問研 究 をProcrustesの 寝 床 に釘 づ けにす るよ

うな こ と を して は な らない とい うこと だ。

a:そ れは どん な寝 床 なん です か。

A:お や 、 い け ない 。3時 か ら会 議 なん で ね。 この こ と

は 君 が 調 べ て ご らん 。この 次 の機 会 に色 々 と君 の 考 え

も 聞かせ て 貰 える と有 り難 い ね。 じゃ失 敬 す るよ。

a:分 か りま した 。 その 時 を楽 しみ に して い ます 。

(生 理 学 第一一講座 教 授)
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キ トウシ山でスキー遠足

零 ド23.4度(午 前6時)と い う前 々 日の寒 気 も緩 ん だ

2月19日(土)、 東川 町 キ トウ シ国 際 スキ ー場 で 、 第1

学年 学 生 と グ ルー プ担 任 が 参 加 して スキー遠 足 が実施 さ

れ ま した 。好 天 に恵 ま れ、 カラ フ ルな ヤ ッケ の華咲 くゲ

レ ンデ で 、午 前 中 は指 導 員 の指 示 によ る班 別練 習、 昼 食

と懇 談 をは さん で 午後 か らは思 い思 い の シ ュプ ー ル を描

い て 自由練 習 が行 わ れ 、参 加者 一 同 は怪 我 もな く、 冬 の

・日 を満 喫 しま した。(学 生 課)

昭和51年 度 講 演 会

昭 和51年 度 講演 会 は、後 藤 平吉藤 女 子 大学 教 授 及 び 小

暮得 雄北 海 道 大 学教 授 を講 師 に迎 えて 、去 る2月16日(

水)午 後111,rか ら臨 床 第1講 義 室 で 開催 され ま した.
".f
t-一 、 看護 職 員約100名 が聞 き入 る中、 両 講師 は 現 在

話題 と なっ て い る 「管 理 社 会」 及 び 「尊:厳死」 にっ いて、

時 には ユ ーモ ア を交 えて そ のffiを 傾 け、 会場 で は熱心

に メモ を取 る姿 が 目立 ち ま した。(学 生 課)
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飲 迎 称 到 中 国
岡 本 洋

今 度の 中 国訪 問 は 、東 京 と北 海 道 の学 生 が}こ体 とな っ

た 、 第3次 学生 友 好 訪中 団 の一 員 と して、2週 間 余 りの

冬 季 休 み を利 用 して 実現 で きた。 中 国で は 、h海 を足場

に、蘇 州 、 南 京、 北 京 と進 み 、教 育施 設 を中心 に、 各地

の 病 院、 人 民 公社 等 の 見学 と交流 会 とを行 った。 そ の詳

細 につ いて は 、今 後 、帰 国 報告 会 等 を通 じ、実 際 に眼 で

見た 中国 の姿 を伝 え る事 がで きる と思 う。

中 国 を訪 れ る前 、 一番 気 に懸 か った 事 は、 あの 暗 く長

い 日中戦 争 の 歴 史だ っ た。 国 交回 復 が 為 され 、 や っと戦

争状 態 に は終 止符 が打 た れた ものの 、 今猶 、'F和 友 好 条

約 締 結 が行 われ な い ま ま中 途 半端 な関係 が続 い て いる、、

我 々の世 代 が、戦 争 を"経 験"し ない と い う論理 は 、-

F万 人 もの 犠牲 者の 出 たi:地 を前 に して 、 いか に も通用

しそ うに も思 わ れ なか っ た し、 ま た、無 意 味 で も ある よ

うに思 わ れ た。 そ れは 、北 京 の 防空 壕 を 見学 した時 、 ま

だ中 国で は戦 争 が続 い て い るの だ とい う実 感 とな って露

呈 して きた。

中 国 で私 は、 秘書 長 とい う役 柄 、随 行 の1二作 員 と、 日

程 、参観 地 の打 ち合 わせ を した 。 南 京大 虐殺 の 記念 碑 と

も言 うべ き雨 花 台 の 参拝 、 南 京 大学の 学 生 、教職 員 との

座談 会 、北 京 大 学 の学 生 との座 談 会 、 その他 、労働 者 、

農民 、幹Ybと の 交流 を経 て 、 色沢 東 、周恩)Kと い う2

っ の柱 を失 っ た この 動乱 のII,r期に 、一一人 一人 が 自党 を持

って 、中 国 の社 会 主義 建 設 を担 う気慨 に燃 えて い る闘拝を

知 る事 がで きた。 それ は 、静 か だ が、 食 い入 る様 な眼 差

しの 中 に充 分過 ぎる程感 じられ た。

上海で は、 熱傷 治 療 、 白内 障 治療 で 有 名 な新 醸病 院 を

見学 した。 そ こで 、パ リ麻 酔 によ る甲状 腺 摘 出術 と白i人1

障 治 療 の実 際 を見 る事 が で きた 。 パ リ麻酔 は 、1時 問 に

も 及ぶ もので 、 日本 の}術 場 を思 うと、 パ リ麻酔 用の 小

型電 気 装置 と照 明 、 それ に手 術 器 具 が あ るだ けで 、1・∫と

も殺 風 景 な もの だ っ た が、 た った4本 の針 を患 者の 頸部

に打 つ だ けで 、 当 の患 者 が目 をパ チ ク リさせて 、f術 を

見守 る我 々を 見て い る様fは 奇 妙 以 外の 何物 で もな か っ

た 。パ リ麻酔 が、 医学 の 奇蹟 と まで 言 わ れ る事 も、 あ な

が ち誇 張 で もな い様 に思 われ た。



一 部で 言 わ れて い る様 に、 中国 医 療 の現 状 は 、 ま だ ま

だ 、医 療 水 準 を 上 げ るの に精 一杯 で 、研 究 等 学術 的 な面

は 立 ち遅 れ て い る が、 そ れ に も増 して 、 今 日の 中国 を支

えて い る と同 じ く、 人民 を主 体 と した制度 上 で は先 進 国

を上 回 る もの が あ る様 な気 が した。

「日本 の医 療 は 、 人民 を忘 れ て い る。」 と言 っ た 日本

か らの 留学 生 の 言 葉 と、 「医 療 設 備 が立 派 で な くと も、

誠 心 誠 意 奉仕 す る精 神 が重 要 だ。」 と 言 った は だ しの 医

者の 言 葉 が 、奇妙 に 、胸 の 中 で響 く。

(第4学 年 学生)

帆勒

.欝
》 膨

』

)

第3回 全学スポーツ大会

冬 季 間 の学 内親 睦 行事 で あ る第3回 全学 スポ ー ツ大 会

(球 技 大会)は 、2月14日(月)か ら3月4日(金)ま

で開 催 され 、バ ド ミン トン、卓 球 、 サ ッカー の3種 目 に

熱 戦 が展 開 され ま した。 な かで もサ ッカ ー は雪 に足 を取

られ、各 チ ーム と もボー ル に追 いつ くの がや っ とで 僅 差

の試 合 が 多 く、応 援 に も 力が入 った よ うで す。 競 技 成績

はバ ドミ ン トン1位 事 務A、2位 事 務B、 サ ッカー1位

1B、2位1A、 卓球1位4A、2位 事 務Aで した 。

(学 生 課)
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■解剖学第一講座■ 八 代 均

肉眼解剖学 は基礎医学の中でも最 も基礎的 な学問で あ

り、また最 も古 い歴史をもつものである。その内容 は甚

だ広 くかっ高度の もので あると思われるが、解剖学 はあ

まりにも暗記す ることが多いために暗記だけをする学問

と思 われがちで ある。

解剖学第一 講座は解剖学の中ではいまだに不明なとこ

ろが多い神経系の内で も、特 に自律神経の臓器支配及び

末梢 と中枢 における神経線維の走行と連絡の形態学的研

究を主テーマ とし着実 にその基礎的実験を進めていると

ころである。

自律神経の有髄線維の構成 についてはかなりよ く研究

されています が、も う一つの構成要素である無髄線維 に

つ いては全 く不明の状態 である。それとい うの もその研

究法が考えられていなかったことによるものであり、今

までの本講座での基礎的実験では、かなり期 待のもてる

結果が得 られそうです。

塚講
本講座 は人体解剖学実習を担当 して いることから、当

初は実習のための遺体蒐集あるいはそのためのキャンペ

ーンにほとん どの時間が費や されていました。次第 にそ

れが定着 するようになり、本格的に研究室 として態勢 を

整 えは じめたのが一昨年の夏 ごろです。昨年4月 に北 大

から山本先生が赴任 なさって から次第 に研究室 らしくな

って きま した。

本講座 には、小生 をは じめとして数人の学生が形態学

を勉強するために出入 りさせていただいています。長期の

休暇がある時 には、仲西教授 からテーマをいただいて実

験 しています。時 には、我 々学生も交 えて酒 を飲みなが

ら議論することがあります。最近マ スコミを賑 わせてい

る事 とか、文学的 な事 とか、古典的 な事とか、時 には…

… なども話題 に上 るなどバラエテ ィー に富んでいます。

小生 は本講座 に出入 りさせていただいてからもう2年

くらいになりますが、解剖学 を学ぶ にはいかに哲学ある

いは科学的 なものの見方が必要であるか、またその哲学

は単に研究者 としてだけではな く、医師としての哲学で

もあ り、究極的 には人間としての哲学にも通 じるもので

ある。解剖学第一講座 はそれ を考えさせるところのよ う

に思われる。(第4学 生 学生)
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春山登山の事故防止
雪 の 上を渡 る風 を強 い 日射 しの 中 で受 け とめ る春ll1登

山の爽 快 さは 多くの 若 人 を虜 に し ます。 しか し例 年 に く

らべ積 雪 量 の 多い本 年 は雪 の 状 態 が 不安 定 で あ る こ とが

予 想 され、底 雪 崩 や 融雪 に よ る事 故 が 心配 され ます 。登

山 にあ た って は事 前 に山 の状 態 を調 べ 、次 の よ うな注 意

事項 を参考 と して万 全 の準 備 を整 えて くだ さい。

1天 気 の 急変

春 山 は移 動性 高気 圧 と低 気圧 が2日 お き く らいで 、 周

期的 に変 化 す るこ と が 多い とい われ て い ます。 好天 は 長

続 き しない と考 え な けれ ば な りませ ん。 低 気圧 通 過時 に

は、3月 は 風雪 、4月 は 雨 に な り ます。 風雪 時 は気温 も

低 下 し冬ll1と 変 わ ら な い気 象 とな り ます。 特 に 山腹 か ら

稜線 に 出 る よ うな所 で は 、 み ぞ れ に強風 が加 わ り思 わ ぬ

事故 につ な が る可能 性 があ ります 。

また 春 山の 雨 は 気温 が低 い ので 体 温 を奪 われ 、凍傷 に

な る危 険 が あ ります 。 高所 で の無 理 な行動 は避 け、 防 寒

具 、 雨 具 を必 ず 持参 しま し ょ う。

2地 形

積 った雪 は 結 晶 が崩 れて 相 互 に くっつ き合 い ま す が 、

融雪 の 進 む春 山 で は この 現 象 が進 行 し、 高所 の雪 は冬 山

よ り も一層 堅 くな ります 。 この た め転 滑落 事 故 が絶 えず 、

又 、底雪 崩 が起 き易 い状 態 に な ります 。 な お融雪 に よ る

雪 庇 踏 抜 きや 谷川 の 増 水 に も注 意 が必 要で す 。

3無 理の ない 日程

限 られ た 日程 内 で 無理 な行 動 を と る こ とに よ る事 故が

多いの で 、経 験 豊 か な リー ダー につ いて綿 密 な計 画 をた

て 、悪 天候 に な った りパ ー テ 〆の 中 に病 八が出 た り した

ら引 き返 す 勇 気 を持 ちま し ょ う。

なお余裕 ある日程は、目的地往復経路での事故防止に

も役立 ちます。

4登 山の手続 き

登山者は登 山計画につ いて学生係 に行動計画書を提出

す るとともに、登山地 の警察 や営林署で必要手続 を行っ

て ください。 なお単独登 山は避 けて くだ さい。

5春 山スキー

高所での滑降 には、積雪時の登 山と同様、雪崩や濃霧

の危険 が予想 されます。 した がって天候 、登山行動の注

意 を守 るように しましょう。(学 生課)

学 生 団 体 につ い て
「かぐらおか」第8号 で、 学 生 団体 の届 出状 況 にっ いて お

知 らせ しま した が、 更 に次の とお り学 生 団体 設 立届 の提

出 が あ りま した 。(学 生 課)

昭和52年 度学 生 団体 一 覧

(昭 和52年3月2日 現在)

体育系学生団体 文化系学生団体 合 計

団 体 数 24 21 45

加入学生数 381 265 646

(体育系)

団 体 名 会員数 責 任 者 顧問教官

大 東流 合 気武道 ク ラブ 8 星川義人 中島 進

(文 化 系)

団 体 名 会員数 責任 者 顧問教官

陛 鼓 化研究サークル河`孟
2 豊口 晶 岩渕次郎
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本学には、体育系24、 文化系21の 学生団体が組織 され

延646名(1人 当た り1.6団 体 に加入)の 学生諸君が活

動 しています。 課外活動は諸君の 自発性を存分 に発揮で

きる場であ り、 先輩、友人や顧 問教官 との緊密 な接触 を

通 して集団活動の経験 を得、豊 かな人間性 の滴養に役立

っものです。 諸君もサ ークルに加入 し活躍 しませ ん か。

(学生課)

ラグビーフットボール部

今 年度 は わ が旭 医 大 ラ グ ビー部 に とって 発展 の 年 で あ

った。 春 には 、9人 もの 有望 〔9)新人 の勧 誘 に成功 、5月

には部 創 立 以 来初 の 勝 利 をか ち と り、 その 晩 の コ ンパ で

勝 利の 美 酒 に酔 い しれた の で あ った 。 ま た それ と同 時 に

旭 川市 内 大 学 の 中で 番 強 い チー ム とな った の で あ る 。

来 年度 は 、 せ っ か くか ち とった 大 学一・の座 を他 の 大 学

に うば われ な い よ うに、 春 か らハ ー ド トレー ニ ン グ を開

始 す るつ も りで あ る。 今 が.一番 充 実 した時 期 で も あ り、

金道 一、 日本 一をめ ぎ して が んば って い きた い と思 う。

一 写 真 は初 勝 利後 の ス ナ ップ

(責 任・者 横 山良 伸)

部 員 経 費 活 動

23

硬 式 庭 球 部
硬 式 テニ ス部 は現 在約40人 の 大所 帯 な クラブで す が実

質 は20人 で練 習 して い ます 。 冬 の間 は 冬眠 して いた よ う

に見 せ か け油断 させ て お いて 実 はハ ー ドな練 習 を積 んで

いた ので す 。 この エ ネル ギ ー を爆 発 させ る時 が来 ました。

今 まで は.大学 に コー トが な く16kmも は な れた 市の 庭球

場 へ 行 って 練習 して きま したが満 足 な練 習 がで きませ ん

で した。 しか し部 員の上 達 はめ ざま し く、昔 は 全 員C級

で した の に今 で はA級 か らC級 まで 市 の 大会 に送 りこ み

全階 級 独 占す るほ ど に な り、 また 全道 学生 ラ ンキ ングに

入 る選 手 も い るので す 。 そ れ にテ ニ ス コー トへ 行 けば藤

高の 女生 徒 の 熱 い視 線 が待 って い ます し、 果物 な どの 差

し入れ も あ るの です 。 な ん とい っ た って我 々は彼 女 らの

あ こが れ の的 だ し、 それ に テニ スは フ ア ッシ ョナ ブル な

ス ポー ツで す か ら。 また クラ ブ創 設4年 目で 、 全道 で4

部 中2部 リー グに去 年 昇格 し各 大学 か ら新興 勢 力 と して

マ ー ク され る よ うに な って きま した。 最後 に今 年 は帯 畜

大 をKOし て一 部 に昇 格 す る年 と して 、 私 が その か がや

か しい名誉 あ る部 長 と な る予定 で あ ります。

(責 任 者 相 沢 浩)

部 員 経 費 活 動

40

月500円
遠征 費負

担

大学王座 リー グ戦3部1位
大 学 モ座2部 入替 戦2部 昇格

旭 川 庭 球 協 会 加 盟

準 硬 式 野 球 部
わ が ク ラブ は、 た と え少 しで も活動 に参 加で き る人 は

す べて 部 員 とす る こ とと、 決 めち れた練 習 を忠 実 に実 行

す る人 が優 先的 に試 合 に幽場 す る こ とを基 本 方針 と して

い ます 。 即 ち実 戦 の場 で は学 年 がr.だ とか、 先 に入部 し

た とか は原 則的 に関 係 な く、 入 部 して か ら一L記の 方針 を

遵 守 し、 しか も技 量優 れ た人 は す ぐに公式 戦 で活 躍 して

も らい ます 。 従 っ て… 年 生の 皆 様 もす ぐに実 戦 で活躍 す

るチ ャ ンス は十 分 あ ります。 ど うか一 人 で も 多 くの 人 が

入 部 され強 力 なチ ー ム を作 り一Lげるべ く活躍 され る こ と

を切 に希望 します.

(責 任者 表 由 晴)
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部 員 経 費 活 動

17

月300円

遠 征 費 一一

部 負 担

全日本大学準硬式野球道予選 、地
区体、道地区準硬式野球新人戦出場

東医体5位

バ レ ー ボ ー ル 部

排 球 部 は新 設 医 大 とい うハ ンデ ィ に もか かわ らず 、各

大 会 で 好 成績 を あげ 、通 算44勝11敗 、 い まや 全道 で も指

折 りの 好 チ ー ム にの しあ が った。 速 攻 と時 間 差 に よ る コ

ンビ ネー シ ョンバ レー を主 体 と し、チ ー ム ワー クも万 全

で粘 り勝 ち、驚 異 の逆 転 勝 ちも数 々経験 した。部 員 は高

校 時 代 の経 験 者 は 少 な く初 心 者 も いた が 、彼 ら も練 習 の

効 果 あ って 、 今や レギ ュ ラー と肩 を並 べ る まで に成 長 し

た。 さあ 、 バ レー が好 きで や る 気の あ る人 、 老若 男 女 、

経験 の 有無 、身 長 の 高低 を とわず 、医 大 有数 の 実 力派 、

個 性 派 集 団 の排 球 部 の伝 統 をつ ぎに い ざ来 たれ 〃

(責 任 者 浜 崎 卓)

部 員 経 費 活 動
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月500円

遠征費負
担

全道大学春季 リーグ3部 優勝2部 入

り 地区体優勝 東医体2位 全医体
3位 全道大学秋季 リーグ2部 優勝

バ ド ミ ン ト ン 部

》煽 ・

璽年纏 灘
る

智1β謄 無醜轟

蕪

に参加 している者は20

名程で、他大学 に比 し

て戦 力不足を感 じてお

ります。活動 は週2回

2時 間の体育館での練

習が主で、東医体 ・北

医体 ・地区体 に際 して

の強化練習及び参加が、

それに加 わります。 ま

x

ず バ ドミントンを楽 しむ こと、 そして練習及び各大会へ

の参加 を通 じて部員相互の親睦や他大学 との交流 を深め

ることが、我が クラブの 目的です。 ヒ記大会には個人戦

も多く、新入部員諸君の参戦 も容易です。

経験の有無 、性 別を問 わず多数の入部 を望みます。

(責任者 楠 祐 一)

部 員 経 費 活 動

34

月300円

他ラケット

購 入 費

北 日本 医科学生体 育大会、東医体 、地

区体 出場 旭川バ ドミン トン協会、北

海道 学生バ ドミン トン連盟加盟

空

藝

ー

萎
睾
茎

蚤

号
塁
§
至

饗

》
轟

{

箏
量

藝

毫

・

ー

…
享

手

る

0

魑

β立
ロ

我 が 空 手部 は設 立

以 来4年 目 を迎 え 、

名人 猪 又部 長 を筆 頭

に 、達 人大 西 師範 代

さ らには 、酒 で腹 筋

を鍛 えよ うと して 失

敗 し、 胃 に穴 をあ け

て現 在 養 生 中の 鬼殺

しの橋 本 先輩 をそ ろ

へ 、部 員 一同 いよ い

よや る気 に燃 えて い

る所で あ ります 。道

場 は 、 あ り とあ らゆ

る訓練 設 備 を備 え、 シ ャワー 、 トイ レ付 き、 駅 か らバ ス

で20分 、 又勉 強 す る人 の 為 に大 学 まで 備 えつ けて あ る と

い う夢 の よ うな クラ ブで あ る わ けです 。 最後 に な りま し

た が、皆 さん!空 手部 入 試合 格 本 当 に おめで と う!

押 忍 。

(責 任者 猪 又光 孝)

部 員 経 費 活 動
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月200円

遠 征 費一一

部 負 担

東医体 ブロック3位 旭川空手道連
盟模範演武出場 旭川空手道連盟和道

会旭川支部、北海道空手道連盟他加盟

山 岳 部
地 球 上 の わず か な凹 凸 が、 山 で あ り、谷 で ある。

しか し、 その た かだ か数 千mの 高 さの違 いで 、空 は、

地 トで 見 る と きよ りもは るか に美 し く、 星 は 一層近 い。

一 年 の大 部 分 を雪 で うず め る山 。 しか し夏 ともなれば、

口あた りの よ い、 しか し雪 渓 も まだ残 る斜 面 に、精 一杯

生 きる植物 た ちが 、 その短 い 命故 に美 しく咲 きみだれる。

登 山 は スt一 ツで は あ る。 しか し、 そ れは 競技 で は な



い。 あ なた も、 われ われ と共 に、 足 元 に大 きな大 きな地

球 を感 じて み よ うで は ない か。

(責 任 者 鈴 木 伸治)

甑、贈

い
鷺

鋤

叢

'
,
ア

滞
擁
㌧

的
鋳
蕩

気

へ
"μ

、∴

ヒ謎

即

㌃

メ

.
、・

轍

・
壌

燃

臨

轡
艸

歎
κ

擁
認講

州
燕

、蝋
礁

く

幽拶

部 員 経 費 活 動

15

必 要のつ
ど 徴 収

卓 求王 β立
口

卓球 部は 大学創位 と同 時 にっ く られた伝 統 の あ る ク ラ

ブで す。 初 めの う ちは同 好 会 的雰 囲 気 を脱 せ なか ったが、

去 年 あ た りか ら本格 的 に部 活 動 を始 め て い ます 。一 昨 年

は東 医体 全敗 、去 年 は2勝5敗 と い うよ うに徐 徐 にで は

あ るが確 か に 力はつ いて きて い ます 。

卓球 ほ ど メ ンタル な面 が微 妙 に影 響 す る スポ ー ツは 他

にな いで し ょ う。 きび しい練 習 を通 じての 先輩 後 輩 のっ

なが り、試合 にお いて の 自己 と対 戦 者 の 人間 的ぶ っ か り

合 し㌔ そん な 人と 人 との 出会 い を大 切 に して い る ク ラブ

で す,、卓球 部 に是非 あ なたの 新 しい 力 を!!

(責 任 者 森 本典 雄)

磨禦
・耀i

部 員 経 費 活 動

12 月250円

会長杯 兼TSP杯 争奪戦、地区体、
東医体、北医体出場 、旭川卓球協

会 全道学生卓球連盟加盟

C)

弓 道 部
弓道 とは。 ま あパ チ ンコの よ うな もの で す。 まず ひ と

りで しか で き ない。 孤 独 。唯 我独 尊 。 な ど と気ば る必 要

は ま った くない 。 ど ち ら も根 が単 純 な もので す か ら、的

を狙 って 弓 を引 きと おす こ とだ けで す 。 も と よ り初 めて

的 にあ て た と きの喜 びは 、 た と え よ うもな い もの で す 。

また 単純 だ か らこ そ微 妙で 、精 神 面 が強 調 されす ぎる。

弓 を引 く楽 し さは、 的 をね ら う瞬 間 の 緊張 と興 奮。 放 っ

時 の 昇華 した 気分 。 カー ンと弦 の 音 が ひ び き、 的 に矢 が

す い こ ま れた時 の 充 足感 。 そ して皆 と飲 む 酒 の うま さ。

これ につ き るで しょ う。 そ して 、 弓 とは美 しい ものです。

(責 任 者 森 川秋 月)

部 員 経 費 活 動

is

月500円

遠征費負
担

道学生選 手権9位 地区体11位

東医体15位 争覇 戦3位 旭川地
区弓道連盟北 海道学生弓道連盟加盟1

剣 道 β立
口

我が剣 道 部は その 激 しい練 習 を もっ て 全学 に知 れ渡 っ

て い る。 部 創 設以 来す で に3名 の 犠牲 者 を あの 世に送 り、

現 在入院 中 の 者4名 、 内 生 命の 危 い 者2名 とい う聞 くも

恐 ろ しい状 態 で あ る。

腕 や脚 の 骨折 は 日常 茶飯 事で 、 あ ま りの きび しさに 発

狂 した 者2名 、退 部 した 者30名 を数 え る、、退 部 した 者は

退 部時 にす さま じい リ ンチ を受 け るた め、 頭 力悪 くな り、

退 部後 は再 試 再試 の 連続 で 、 前 年 度 まで で す で に4名 が

放 校 処分 とな って い る。

練 習は週3回 行 わ れ、 内1回 は真 剣 を もって 行わ れ る

の が 部創 設 以来 の伝 統 で あ る。 真 剣 で 行 わ れ る[に は 、

練 習後 道場 は血 の 海 と な り、 そ こ に ち ぎれ た耳 、 飛 び出

した眼球 な どが プ カ プ カ と浮 か んで い る とい うす さま じ

さで あ る.

この よ うなす さま じい練 習の ため 警察 の 手入 れ を受 け

た こ とも1度 や2度 で は な く、道籔 主将 は傷害 罪 に問 わ

れ 、現t+服 役 中で あ る。

以 上の 内 容 を1780転 換 させ た の が 我 が ク ラブの 実 態で



す。 残 りの2。が我 々の根 性 なの です!

(文 責 橋 本 博)

部 員 経 費 活 動
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必 要の つ

ど徴 収(

年800αll)

全国大会道予選(春季、秋季)、地区体
東医体、新人戦出場、市民大会2位

市剣道連盟、北海道学生剣道連盟加盟

柔 道 部
太 陽 の子 は 口醒 め た 。ハ ッ と して。 春 だ。 春 だ。 旭 川

の 春。 そ して 夏が も うじ き。 寒 い寒 い冬 だ。 春 は喜 び。

うれ しい 。 力 が湧 いて 外 に向 かっ て動 き出 す。 そ ん な こ

と。 そん な こ と…。 力は ぶつ け ろ。情 熱 は太 陽 とぶっ か

れ。負 け るな。 精 力善 用 自他 共 栄 。 「若 い うちだ よ鍛 え

て お こ う」 っ て。 我 が旭 医柔 道 部 も新設 以 来3年 、 今 や

世 界柔 道 の メ ッカ と して 華 々 しい活躍 。 夢 は無 限 大 だ よ、

去年 なん か全 日本 目指 して猛 烈 な練 習 したんだからネ イ。

「そ この者 窓 を開 けい」。 何 ん だ か 良 く分 か らないけ ど、

楽 しい時 も苦 しい時 も、再 試 の 人 も1発 で通 る人 もみ ん

な、同 じ学 園 の子 供 達 と して 、本 分 で あ る学 問 の 余暇 は

柔 道で 。仲 良 くや ろ うよ エ ンヤ ー コ ー ラヤ ッと。 だ け ど

だ けど練 習 の時 は厳 し く厳 し く。旭 川 の 冬 み たい に。 夏

は う一ん と暑 くて 。出 せ1億 の 底 力。軍 神 広瀬 とそ の 名

残 れど。 旭 川医 大 の星 、 柔道 部 の 面 々 も、 きっ と きっ と

その 名 が残 るよ うな立派 な人 に な るぞ。 学 問 に よ って精

神 的 な面 か ら真 理 に迫 り、柔 道 と い う素 晴 ら しい平 和 の

武道 で 肉体 的試 練 よ り真 理 に触 れ よ う。 今年 は大 きな試

合4つ と世 界選 手権 が待 って い る。 頑張 らふ打 倒 キ ン グ

カチ ス ・イ ヤ ウケ ヤ.ヴ ア ン ソニ オー イナ ッキ ー!ノ

(責 任 者 石川 裕 司)

部 員 経 費 活 動
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必 要 のつ

ど徴収(

年300α 月)

北大医、札医、旭医定期戦3位
東医体 ブロック4位 旭川柔道連

盟 、北海道柔道連盟、講道館加盟

サ ツ カ
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iz 月500円

地 区体4位 東医体出場 道医科歯

科 系大学サッカー大会3位 道北リーグ
3位 旭 川サ ッカー協会、学連他加盟

バ スケ ッ トボ ール 部

バ ス ケ ッ ト部 は年 中 無 休で 活動 して お り ます。 た だ 、

冬 季中 に臨 時 休業 が 目立 ち ます が。

現 在 、 長身 者 に恵 まれ な い 我 が ク ラブは 、 成績 に もや

は り恵 ま れず 、 長身 者 の 入 部 を切 に願 って お ります 。

健 全 な体 と、健 全 な精 神 の育 成の た め に も、 我 が ク ラ

ブ に入部 され るこ と を願 い ます 。

(責 任 者 宮 津 誠)

鼠,
ぬ

婁噂帯鳩 へ

瀦 錨 鮎
灘 ご,・ 膝 壕要

部
多 くの ス ポー ツ が手 を使 う中 で 、 あ えて 手 を使 わぬサ

ッカーは 変 化 に富 み興味 あ る ス ポー ツ だ。 そ ん な仲 間 が

12人 、毎 日練 習 に あ け くれ 、実 力 も上 が りつっ あ る。 昨

年 は樽商(全 道2位)を 地 区 体 で破 り、東 医 体で は対 戦校 慶

応(東 医体3位)を して 「将 来 恐 るべ きチ ー ム に なる だ ろ

う。」 と言 わ しめ た程 だ 。激 しい練 習 に もか か わ らず 、

団結 力 も強 く雰 囲 気 も な ごや かで 個性 豊 かな部 員 ばか り

だ。 今年 度 は新 た に、 旭 川 リー グ に加盟 す るので 公 式試

合 も大 巾 に増加 し、部拡 充 の意 味 で 新 入生 諸君 の 積極 的

入 部 を期 待 す る。

(責 任 者 櫛 部 朗)
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年10,000

円 、遠 征

費 負担

市内コート開 き3位 、社会人夜間バスケ

ット大会 決勝リーグ進出、地 区体 東

医体参加 、旭 川バスケット協会他加盟

ボ デ ィビル デ ィング

僕達 が入学 した当時先輩達がいないせいもあって、 自

分の好 きなクラブを作 り、楽 しんだものだ。所が今や学

生は大学 にはびこり、何年生の誰 なのかわからない者 ど

もが狭 い大学 にあふれんばかりにいる。 そんな所 に入学

して来れば、積極的 に知人 を作 っていかないと、大学が

おもしろい所 に感 じないだろ う。 ところで体育系 クラブ

に入 っていて、高校でやって来た事 を大学でやろ うとい

ノ0一

、



う人は 少 な く、何 もや った 事 が な い が、何 か手 頃 な運 動

ク ラブ を探 して い る人。 大 学 に のみ あ り、 北 海道 で も数

少 ない 新 しい現 代 人の クラ ブ、 クラ ブ をや る事 が直 接 自

分の 血 とな り肉 と な る。 それ こそ我 が クラ ブ、 ボデ ィビ

ルで あ る。練 習 を 見れ ば わ か るが、 大 会 をめ ざ して がん

ば って い る人 も いれ ば 、時 た まぶ ら り と風 の ごと く現 わ

れ 又去 る人 、 い ろん な人の 集 ま りで 、 お も しろい。 何 か

に夢 中 に な る事の で きる人 は 、後 で 後悔 の しない人 で あ

る。 文化 系 的 な 事は 自分の 部 屋 で もで きる。 しか し何 か

大学 を通 じて や って きて、 あ の時 はボ デ ィビル で 自分 の

体 を鍛 えたお か げで 、 年 を と って も この体 が残 っ てい る

のだ と詫 え る時 まで が んば るっ も りは ない か.体 育 館 の

二階 へ 来て くれ。弱 い肉 体 を強 い肉 体 に変 え るた め に!

(責 任 者 豊川 好 男)

学 生 と して環 境 問題 に も取 り組 ん で い る。 昨 夏 に は石 狩

川 を ゴム ボ ー トで踏 破 し、石 狩 川 の 水銀 分 析 もや った。

今年 は、 ゴ ー ルデ ンウ イー クに川 下 り、夏 には 川下 り を

かね た水 質 ・土壌 分 析 、 カー ラ リー 等 を計 画 して い る。

メ ンバ ーは いず れも役 者 ば か りで 、そ れぞ れ 主役 をね ら っ

て い る強 者 ば か り。これ からの活躍 を期待 して もらいたい。

(責 任 者 町 田 光 司)

萱 ㌦、

部t! 経 費 活 動
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12 無 料

少 林 寺 挙 法 部
本 当の強 さ を求 め て 一 一一

少林 寺 拳法 を志 す 人 々の動 機 の 多 くは、強 くな りた い

とい うと ころ に あろ う。 人 間 だ れ し も強 くあ りたい と願

うの が 当然 で あ る し、少 林 寺拳 法 は 護身 の術 と して も、

その 合理 的 な技 の 数 々 に絶 大 な効 果 を秘 め て い るので 、

技 の魅 力と、 力 に対 す る憧 れ か ら、 護身 練 胆 を目的 と し

て、 少林 寺 拳法 へ の ア プ ロー チ を試 み る入 が 多いの も、

あ なが ち無理 とは言 えな いDと か く無法 者 の横 行 す る現

代 に、止 義 を貫 くた めの 力の 裏付 けは な くて は な ら ない

し、 降 りか か る火 の粉 を払 い の け られ るだ けの 力 は必 要

で あ る。 最 低 、 自分 の身 は護 れ る とい う自信 が 、真 の 勇

気 につ なが る こと に もな る。

も と もと人 間 は身 心一 如 の 実 在で あって 、 身体 と心 が

別 々 に存 在 して い る訳 で は ない か ら、 も し本 当 の強 さ を

求 め る なら、技 を磨 き(護 身練 胆 〉、 身 体 を 鍛 え(保 健

体育)、 心 を 養 う(精 神 修 業)と い う3つ の 目標 の ど の

1つ を欠 いて もな ら ないで あ ろ う。

少林 寺 拳法 は 単 な る護身 術 で は な く、 この 強 さの3つ

の側 面 、 勇気 と健 康 と英智 を兼 ね備 えた真 の勇 者 と して

の 人 間完成 を 目指 す道 なの で あ る。

(責f壬者 計良 基 治)

部 員 経 費 活 動

11

月500円
道着負担 少林寺拳法旭川中央支部加盟

}

m

ア ドベ ンチャークラフ
AdventureClub.一 一命 が けのadventureに だけ生 き

るの で は な く、川 ドりをや れ ば水 質 、 土壌 分 析 も や り医

部 員 経 費 活 動

5

月500円
遠征費負
担

写 真 ク フ
◎

.フ

写 真 をと る こ とは

楽 しい。 しか し、 そ

れ を 自分 で現 像 す る

の は も っ と楽 しい。

大 きな パ ネル に仕}=

った時 は、 もっ と も

楽 しい 。

年 に2、3回 自 分

達 の 作 品 を も ちよ り

作 品 展 を行 い ます 。

去年 の学 祭 で は 、

写 真 展 は、医 学 展 と

並 んで 盛況 で した 、,

とい うの も、写 真 部 に美 男 美女 が集 中 して い るか らです。

(写 真 は 、学 祭 の写 真 展 の 準備 中 の 一 コマで す)

(責 任 者 鈴 木伸 治)

部 員 経 費 活 動

13

必要のつ

ど 徴 収

音楽集団 飛 行 船
一一 仲良 し子供会発展のために

我がサークルも神楽岡開拓部落 壽年団 として発足/'1来

はや4年 目の春。都会者 に敗 けてなるかと部落民の団結

一 〃



も固 く、 神楽 岡魂 の 萌 芽 を痛 感 す る昨 今 。 しか し押 し寄

せ る過 疎 化 の波 は いか ん と も し難 く、 緑 ケ 丘小 学校 に結

成 され た フ ア ンク ラブ も、 ペ ロペ ロ キ ャ ンデ イー に よ る

買収 の 甲斐 も な く解 散 の 憂 きめ を見 るこ と と な り、 世 間

の 風 の な ん と冷 た い こ とか。 か くの如 き荒廃 ぶ りは、一

に団 員一一同 が己 の美 貌 に溺 れ 、切磋 琢 磨 を怠 っ た為 と深

く反 省 し、本 年 は"人 身一 新""風 紀 粛 清 、、"商売繁 盛 、、"家

内 安 全、、を重 点 目標 と して 、従 来 の バ ン ド的 活動 の 充 実

と併 行 す る形 で 、学 生 ば か りで な く広 く教 官 や事 務 の 方

々 の参 加 を求 め、 ア ッ トホ ー ム な フ オー ク コー ラス を実

現 す る所存 なの で あ ります 。 す な わ ち、従 来 の入 団 規 定

第一 条 『容姿 端 麗 な る者 』 を全面 削 除 し、新 た に 「発 声

可能 な る者誰 で も入 っ てちょうだ い』の項 を設 け広 く門戸 を

開放 す る方針 を打 ち出 したの で す。 そ うです!今 まで 顔

に自信 の なか った あ なた!あ なた にチ ャ ンス が巡 っ て来

た ので す!し か も先 着50名 の 皆様 に は、入 団 金1万 円 を

全額 免 除 す ると い う特 典 付 き なので す!(そ ん なの初 め

か らあ るか!)と に か く私 達 は 、我 がサー クルが全 学 的

な交流 の場 とな る こ とを切 に願 い 、 フオ ー ク を こよ な く

愛 す る方 の 入 団 を心 よ りお待 ち申 し上 げ て お り ます 。

(責 任 者 長 谷部 直 幸)

部 員 経 費 活 動

zo
年2,000円

合 宿 費 別

北 海道 英語連盟オリエンテーション参加

大学祭 期間映画上映

連休 ・夏季 ・春季合宿

落

部 員 経 費 活 動

12
年1000円
楽器各 自

持 ち寄 り

新入生歓迎会、大学祭演芸会出演

語 研

雛 惹.

究 会
目 上 を申 しr.げ ま

す。 人 間は文 明 が 高

度 に な る程ユ ー モ ア

が 必 要だ と申 します

が 、歌 を忘 れた カナ

リア な らぬ笑 い を忘

れ た 人 間な んて の は

ち ょい とい ただ け ま

せ ん。

笑 い とペ ー ソ スこ

そ が 人 間の 人 間た る

ゆ えん で すよ ネ。Ich

denkesobinich.

な んて 難 しい事 を言 った 人 も居 る様 です が人 間 ら し く生

きる にはlchlachesobinich.で す よ ネ。

み ん なの 白 い歯 と え くぼ を 見た い 「幸 せ 売 り」 これ こ

そ が落 研 です 。 仏丁 面 を捨 てて 笑 い の あ る所へ 集 まろ う

で は あ りませ ん か。

(責 任者 石 橋隆 治)

語 学 研 究 会
外 国 語 を学 ぶ とい うこ とに は 、 その 実 用面 と教養 面 が

考 え られ る。 近 年 、 諸科 学 の著 しい発 展 に伴 って 、科 学

人 は外 国 の知 識 そ の他 諸々 の 事 を迅 速 かつ 大 量 に吸 収 し

な けれ ば な ら ない状 態 に あ る。

医 学 につ いて も同 様 な こ とが言 え る。国 際 的舞 台で 活

躍 す るた め には 、 私達 は英 語 をマ ス ター す る こ とが必 須

条 件で あ る!そ こで、 我 がクラブが 目指 して い る の は 、

医 学 英 語の 修 得 と英 会 話で あ る。 幸 い英 会 話 に関 して は

美 人米 国 人教 師Mrs.Okawaを 迎 えて す ば らし く、充 実

したmeetingを して い る。

現 在の 活 動 と して は、meetingを 毎 日昼 休み と週2回

午後5時 か ら7時 まで 行 って い る 。 ま た2週 に一 度 の

downtownmeetingは 皆 の楽 しみ の一 つ にな って い る。

我 々 はmeetingの 中 で クラ ブ員 間 の親睦 を深 め る と共 に 、

会 話 力 を高 め 楽 し く会 話 が で きる場 をつ くろ う と張 り切

って い る。

医 学 生で あ る私達 は この 機 会 に英 語 を マ ス ター し大 学

生活を有意義な もの に しよ う。そ して 未 来の 世 界 人 と して

夢 大 き くは ばた こ う。

(責 任 者 古 川英 樹)

部 員 経 費 活 動

14 無 料
医大祭ひぽくら亭 主催 日赤看学、旭高
専、養教各学園祭賛助出演 白菊会旭川

支部総会ア トラクション出演

脳 研 究 ム
五

お またせ しま した。 全医 大 生 の皆 様 。 あの プ ロ メ会 が

っ いに ベ ー ルを ぬ いで脳 研 究 会 と して 登場 しま した。 脳

研 の 発足 は、脳 と心 の 問 題 が不 思 議で た ま らな いあ る男

と男 の 出会 いに始 ま り、 今で は も う3年 目に な りま した。

24、 骨{'
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この ク ラブで 、 よ り一 層 、脳 につ'いて 見直 して は いか

が?第2生 理 の 青 木助 教授 に ア ドバ イ ス をい た だ い て 、

毎 日、昼 休み 学 生課 隣 りのセ ミナ ー室 で 、 又週1回 、2

～3時 間 の定 期 の ロ ン ドを 開い て い ます
。 フ レッ シュ な

バ イ タ リテ ィあふ れ る君 の 加 入 を待 って い ます
。 定例 ロ

ン ドは そのつ ど、ロ ビー に掲 示 して い ます 。気軽 にど うぞ。

(責 任 者 上 田譲 二)

部 員 経 費 話 動

7
無 料
他に本代

負担

天 文 ク フ
、

、フ

星 み た い 人、 集 合 一一

2年 前 にで きた ク ラブ で あ るが 、 まだ まだ軌 道 に乗 っ

て い ない感 じが す る ク ラブ。 で も、今 年 も気 軽 に、の ん

び りと活 動 して い きた い と考 えて い ます。 去 年 もそ うで

あ った よ うに 、今 年 も 『}J空』 に は これ とい っ た変 わ っ

た現 象 は出 現 しない予 定 にな っ て お ります が 、 『予 定 』

は あ くまで も 『未 定』 で 「決定 』 で は な いの で 、結 局 、

『空 の珍 現 象』 は いっ 何 時現 わ れ るか わ か りませ ん
。 そ

こで 今年 の 目標 は 「空珍 象』(先 ほ どの 省略)を 一早 く

キ ャ ッチ す る こ と と します。 も し何 か を発 見で きた らそ

の時 こそ 、 この 天 文 ク ラブ が一 大 飛躍 して予 算 もい っ ぱ

い もhえ るの で は ない か と ひそ か な期 待 を も って お りま

す。 で も決 して い いか げ ん な ク ラブで は あ り ませ ん。 天

文学 を学 問 と して研 究 した い方 も非 常 に歓 迎 い た します

ので迷 わず 入 部 して くだ さ い。

(責 任 者 品 田雅 博)

部 員 経 費 活 動

18

年500円

他 、積 立

月300円

大学 祭 展 示 、 ス ラ イ ド

桟 敷 文 の 会
思 えば遠 く来 た もん だ 、 と歌 っ た詩 人 が いた 。「桟 敷 」

も思 えば よ く4号 まで 出 した もんだ 。 そ して 今 、5号 を

出 そ うと して い るの だ。 た い した もん だ。 こん な雑 誌 を

出 す とい うの は、 なか な か大 変 な こ となの で あ る。 そ れ

だ けに 末長 く続 けた い と思 う。 「桟敷 」 は 、 い わゆ る文

芸 誌 で は ないの で 、詩 や小 説 は書 けん 、 とい う人 で も心

配 は い らな い(書 け る人 は、も ち ろん大 歓迎 だ が)。 や る

こ とはた く さん あ るの だ。 自分 で は 書 かな くて も、例 会

に 出 て文学 を語 り、 コ ンパ に出 て 人生 を語 る。年 に2度 、

編 集や校 正 を 弄伝 い、 広 告の 寄 付金 集 め に奔 走 す る。 そ

れで もい い。 自分の 手 で雑 誌 を作 るの だ と い う確 か な喜

び を共 有 で きるの だ 。 会員 にはユ ニー クな人 材 が豊 富 な

ので 、 いっ し ょに酒 を飲 ん で語 るだ けで も楽 しい の だ。

(そ うい う人 も 多い。)

と に か く、だ ま され た と思 って 「桟 敷」 を読 んで も ら

い た い。 そ して 何 か言 って(あ るい は 書 いて)も ら いた

い、 一 年生 諸 君 の新 鮮 さに期 待 して い る。

「現 実 の裸 体 をみつ め/表 現 行 為 を媒 介 に/新 た な る現

実 を創 造 す る 『桟敷 』 とび らよ り」

(責 任 者 伊 東隆 雄)

部 員 経 費 活 動

22

年1000円

他、稚誌発

行一部負担
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旭川医科大学談話会
本 学談 話 会 が次 の と お り行 わ れ ま した。

なお 、 第29回 をも って 、昭 和51年 度 予 定 分 が全 部終 了

いた し ま した 。 この1年 間の 御 協 力 に対 し、紙 上 を借 り

てお 礼 申 し上 げ ます 。

昭 和51年 度 談 話会 幹 事

吉 岡 一

森 茂 美

第27回12月7日(火)司 会 大河 原 章(皮 膚科 学 講 座)

〔1)「癌 に伴 う代 謝異 常 の 臨 床的 意 義 につ いて 」

助 教授(内 科学 第 三 講座)高 杉 佑一

〔2)「EpsteinBarrウ ィルスのoncogenlclty‐ 岡 田

先 生 に も わか って いた だ け る人癌 ウ イル ス学 」

助教 授(細 菌学 講 座)水 野 文 雄

第28回1月11日(火)司 会 並 木 正 義(内 科 学 第 三講 座)

〔1)「多発 性硬 化症 」

助 教 授(精 神 医 学 講座)宮 岸 勉

(2)「 日本 脳 炎 の生 態 学 」

助 教 授(公 衆 衛 生 学講 座)土 井 隆 雄

第29回2月1日(火)司 会 宮 岸 勉(精 神 医 学 講座)

「代 用 血管 」

助 教 授(外 科 学 第一 講座)久 保 良 彦

(2)「 ナ イ ジエ リアIfe大 学 医 学部 の 紹 介 と寄 生 虫病 の

問 題 につ いて 」

助 教授(寄 生 虫学 講 座)宮 本健 司

13



奨 学 制 度 につ い て
本学 には、日本育英会奨学制度のほかに都道府県等 の

奨学制度があ ります。この制度は、経済的 な援 助は勿論

のこと、給貸与の資格 、条件、金額等はそれぞれ異 って

いますので、希望す る学生は 自分の資格 、条件等に適 し

た ものに応募 されるとよいで しょう。

募集等 については、その都度公用掲示板 に掲示 します。

参考まで に現 在の各種奨学生数は次のとお りです。

(学生課)

各 種 奨 学 生 数

(昭和52年3月8日 現在)

ト
ー
1
』

I
ー
ト
…
[臣

1「巴

名 称 貸'rllkN
奨 「戸'}数

第 】r=年 第2,壬1 計

q.芝 貸1ナ
6,000

ill,OOU
is

}15寧 58

一'

櫨 英会奨凋

一一」 嚇 一
、、1

一

ド1亡 通r『
8,000

113000. 1 2 4

ii,oaa

.且8DOO
13 11 13 17 54

、毎道 医 ブ 疑し噛r修 ・資 密
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31 27 zs 32 ll6

so,aoo

ao,ooa

3 3 13 13

2

32

2

aa,oao 1 1
1i

1

川 崎 市 公 衆 衛 生 修 学 資 金 30,000 1

I

l

キ森県6i地 勤務医帥罰件1疑修r資 倉 40,000 1 1

兵庫県僻地勤務医帥辱碓保修r資 翁 40,000

一 一 一

1

1

且
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北 海 道1監鍵 農 婁'島1・[組!至」聖で㌃≦?医r修 順 金 sa,ooa 1 3 d ・i

il朋.去 八1本 父 唾 文1ヒ協 灸1美 才靴育 事 婁、鴇1 10,000 且 1

網.し 芝1]母f奨 デ 責 翁 8,000 1 1

%'.H7iii4'E-d?一'BOOO 1 1

津 別 町 奨 ∫ 資 翁 1D、ODO 且 1

芸口 」人1田f奨 ← 資 金 6,000 1

旧

且

.一
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山.・ 「 ■ 一
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」1
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1

財 団 法 人 小 ・1[育 英 会 ss,ooa 1 1
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葱 糾

福 山 裕 三

▲ 私 ども は人 間 と生 ま れて 来 た限 りは 、一 生 の うち、 何

度 かは病 気 にか か る。 その病 気 も一・定 の様 式 に従 って お

こ り、 また治 まっ て い く。 これ を克 明 に記 載 し、 その 原

理 を明 らか にす るの が病理 学 で あ る。古 代 中国 に は病 理

学 は なか っ た けれ ど も 、 その発 想 は 彼 らの 遺 した文 字 か

らは っ き り読 み とれ る。 驚 くべ きこ とで あ る。

▲ 水痘 を例 に あげ て 考 えて み よ う。 まず軽 微 な発 熱 の 後

身体 中 に発 疹 がで て 、 それ は 丘疹 と な り、や がて水 庖 、

膿庖 に な り、 自潰 して痂 皮 を生 じて治癒 す る。 これ を漢

字 で 書 けば 、疹 、痘 、萢 、痂 とな る。

▲疹 は病 垂 れ と じん(診 の 労 り)か ら成 る。 しん は横 向

きに立 って い る人 に三 本 の「ノ」がつ いた字 で あ り、 人 に

何 か がつ い て い る こ とを示 す 。 身体 に耳 をつ けて 心音 や

呼吸 音 を きい て病 気 をい い 当て るの を診 とい う。昔 は聴

診 器 が な か った か ら そ う したの で あ る。 つ ま り、 疹 は ぽ

っ ぽっ した赤 い もの(紅 斑)が 身体 にっ い た病 気 で あ る。

こ れ を病理 学 的 に は充 血 とい う。痘 は病 垂 れ と豆 か ら成

る。 豆 は背 の 高 い うつ わ に 食物 を盛 っ た絵 で あ り、 上 に
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盛 り上 が る とい う意味 が あ る。皮 膚のi=に 盛 り 上って で

きた もの を痘 とい う。 痘 の中 味 は や がて 液化 して{ujと な

る。 庖 は病 垂 れ と包 か ら成 る。 包 は横 向 きに 、アっ てい る

人 の腹 の 中 に 巳(胎 児)を 宿 した姿 で あ り、一・般 に は もの

の 中 に何 か はい っ て い る こと をい う。 す なわ ち、庖 は 丘

疹 の中 に何 かは い って い る状 態 で あ って 、滲 出 液 が は い

っ て い るの を水庖 、膿 を容 れ た もの を膿 庖 と い う。膿 庖

は や がて 自潰 して か さぶ た に な る。 こ れ を痂 とい う。 加

は 力 と口 か ら成 り、 口 を そろ えて 働 く(力)こ とで あ り、

ひ いて は あ る もの に他 の もの を添 える意 味 に な った。 す

なわ ち、痂 は皮 膚 の上 に か さぶ たがっ け加 わ った とい う

字 で あ る。痂 が落 ちる(落 屑 す る)と 水痘 はな お る、

▲他 の 病 気 の経 過 を みて も大 同小 異 で あ る。結 核 の よ う

に体 内 で 病変 が 」こ っ て も、 や は り充血(疹)、 腫脹(痘)、

浸浸 、軟 化(庖)、 石灰 化(痂)と い う経 過 を とる。 この よ

うに 、 い くつ かの 漢字 を眺 め るに あた って も、 それ らの

文 字 の相 互 間 の関 係 や起 承 転結 の続 き ぐあい な ど をゆ っ

くり味 わ うゆ と りを、 是非 、持 ちた い もの で あ る。

(公 衆衛 生 学講 座 教授)
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